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1 は じ め に

永続性に優れるが嗜好性の劣るリードカナリーグラスと

品質の優れるアルファルファを混播栽培し,良品質の粗飼

料を持続的に生産する技術開発を試みる。

なお,本試験は,東北農業試験場業務第 1科の藤原成夫

氏,斉藤照雄氏,桜静夫氏,吉澤信行氏及び家畜改良セン

ター岩手牧場の技官の方々の多大な御支援と御協力を受け

て実施した。ここに厚く御礼申し上げる。

2試 験 方 法

a)試験 I イネ科牧草とアルファルファの混播適性比
較試験

チモンー (ク ンプウ),オ ーチヤー ドグラス (キ タミド

リ), リードカナリーグラス (ベ ンチャー),アルファルファ

(タ チワカバ)を供試し,ア ルファルファ (AL)の単播
(AL区 ),ALと リードカナリーグラス (RE)と の混播

(RE区),同オーチャー ドグラス (OG)と の混播 (OG

区),同チモシー (Tl)との混播 (TI区)の 4処理区を設

けた。1994年 8月 25日 に10a当たりで単播のAL区では20

kg,混播区ではALを 1 5kgと イネ科草種1 0kgを播種した。

施肥を10a当 たりで,基肥にN48kg,P20,16峰 ,K2016
kg,融雪期にN24kg,P20,8 kg,K20 8 kg,刈 取後にN
1 2kg,P20`4 kg,K20 4kgを 行った。 Xl取 は 1番草が

1995年 5月 24日 (OGは 5月 11日 ),2番草が 7月 6日

(同 6月 22日 ),3番草が8月 23日 (同 8月 3日 ). 4番 草

が10月 27日 (同 9月 13日)である。

(2)試験Ⅱ リードカナリーグラスとアルファルファの
混播割合比較試験

RE(ベ ンチャー)と AL(タ チワカバ)を供試し,RE
を10a当たり2 kg播種した RE単播区,ALを 1 5kgに RE
を0 5kg,1 0kg,2 0kgの 3段階としてそれぞれ混播 した

RE低密度区,同中密度区,同高密度区の4処理区を設け
た。その他の栽培法は試験 1と 同様である。

(3)試験 lll リードカナリーグラスとアルファルファの

実規模混播持続栽培試験

家畜改良センター岩手牧場の東12区圃場,面積7 1haに

10a当たりで RE(ベ ンチャー)を05k8と AL(タ チワカ
バ)を 15聴混播した。施肥は試験 Iと ほぼ同様である。

刈取 (坪刈り)を 1995年の 1番車を5月 16日 ,2番草を 7

月3日 ,3番草を 9月 12日 ,1996年の 1番草を5月 27日 に

行った。

3 試験結果及び考察

(0 試験 I イネ科牧草とアルファルファの混播適性比
較試験

越冬前の ALの個体密度は混播区ではRE区>OG区
>TI区の傾向となった (表 1)。 この結果は,混播組合せ

によって AL個体の被圧・枯死程度に差が生 じたことを

示すものと考えられる。すなわち,草丈をみると,RE区
ではREと ALがほとんど同様であり両草種間に著 しい

競合関係はなかったことが,一方,OG区,TI区について
はOGと TIの草丈が ALの 2倍前後の高さとなっており,

表 1 アルファルファとイネ科草種の混播草地造成年
(1994)における越冬前の個体密度と草丈
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この両区ではOG,TIに よるALの被圧 。枯死が顕著に
生じた事が推察される。

利用 1年目の乾物生産について見ると (図 1), 1番 草
ではいずれの処理区でもイネ科草種の害1合が高かった。 2

番草以後については,RE区ではREと ALの乾物重がほ
ぼ同害1合で推移した。一方,OG区ではALの乾物収量が
著しく低く推移した。これには越冬前における ALの個
体密度の減少が大きく影響していると考えられる。TI区
でもALの乾物収量はRE区に比較して低く推移 した。
さらに,3番草以後急激に雑草の侵入が目立った。
以上,播種～利用 1年目の生育について見る限り,AL
との混播適性はREが OG.TIに比較し優れていると考
えられる。

(2)試験Ⅱ リードカナリーグラスとアルファルファの
混播割合比較試験

越冬前におけるALの個体密度は REの播種量が多 く
なるに伴い顕著に低下した。高密度区のALの個体密度
は低密度区の半分程度にすぎな0、 この結果は,草丈の伸
長に見られるように,REの播種量が多くなるほどALに
対するREの被圧が顕著となり,ALの枯死個体数が増加
したことを示すものであろう (表 2)。

表2 リードカナリーグラスとアルファルファの混播
草地造成年 (1994)における越冬前の個体密度
と草丈

79
127

中密度区    lE       67
高密度区   l]

124
160

注 密度は10月 25日 ,草丈はH月 7日

利用 1年目の乾物生産について見ると (図 2), 1～ 4
番草のいずれの刈取回次においてもREの播種量が多いは
ど,REの収量は高く,一方,ALの収量は低い傾向を示
した。REの播種量が高まるにつれ ALの収量が低下する
傾向を示したのは先に述べたようにREの被圧によるAL

1番草  2番 草  3番 草  4番 草
リードカナリーグラスとアルファルファの混播
割合試験における利用 1年目の乾物生産

の個体密度の減少によるものであろう。この結果は,両草
種の適正な混生割合を確保する上での播種割合の重要性を

示唆している。

13)試験皿 リードカナリーグラスとアルファルファの
実規模混播持続栽培試験

禾」用 1年目の 1番草ではALの乾物重が10a当たりで256
kg,REが 128kgでありALの割合が高かったが 2番草

,

3番草と刈取回次が進むにつれ ALの割合が低下し,3番
草では逆にREが259kg,ALが 68kgと なった。すなわち

,

利用 1年目について,本試験ではREの優占化の傾向が見
られた。利用 2年目の 1番草利用 1年目の 3番草と同様な

草種割合であった (図 3)。 この試験は実規模の大型機械

体系の生産管理条件下で ALと REの混播栽培を持続的
に行おうとするものである。今後,試験を継続し混生様相,
乾物生産等の変化を追跡調査する。

05/,/3      95/9/12

調査月日

図 3 岩手牧場における乾物生産の推移

4 ま と め

本研究ではREと ALを混播 して持続的に良品質の粗
飼料生産を行う技術開発を目指し,ま ず,REの ALと の
混播適性を他のイネ科草種と比較した。その結果.REは
出芽・初期生育が遅く,一方,ALは秋季低温のために生
育が進まずこの両草種間の草丈伸長に大きな差が生じない

こと,さ らに,REの葉身は直立的な形態を示すことから
,

REと AL間の相互被庄は弱いものと考えられた。これに
比較してOG,TIでは草丈の伸長が著 しくて ALの 2倍
以上にも達しALに対する被圧の著しいことが分かった。
利用 1年目についてもREと ALに ついては,草姿が両
者とも直立しており相互遮蔽が少なく混生適性は高いもの

と考えられた。

つぎにREと ALの播種割合について検討した結果 ,
REの播種量が多くなるほどALの個体密度が低下した。
上記のように,RE,AL間の草丈伸長に大きな差がなく
また葉身が直立的であっても混生密度が高い場合には相互

被圧が高まり,枯死個体が生じることが示される。

実規模混播持続栽培試験については,大面積,大型機械
化体系によるREと ALの混播栽培を持続的に実施しよ
うとするものである。試験は利用 2年目の段階に入ってい

る。利用 1年目についてはREが優占化する傾向が見られ
た。今後,REと ALの混生様相や乾物汁産の変化を継続
調査する。
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